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Webサイト上の
ユーザー体験観測の基本
NRU 300

NRU_10min_23Aug.mp4

http://drive.google.com/file/d/1lQ3mDVp7xpNkLLt9chxG_4ORxHdl90bB/view
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ウェビナー 各種ご連絡

1. ご質問がある場合は、”Q＆A”からご入力ください。

1. 本日の資料はこの後”チャット”でURLを共有します。アクセスできない場合は、
”Q&A”よりお名前とメールアドレスをご連絡ください。
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This presentation and the information herein (including any information that may be incorporated by reference) is provided for 
informational purposes only and should not be construed as an offer, commitment, promise or obligation on behalf of New Relic, Inc. 
(“New Relic”) to sell securities or deliver any product, material, code, functionality, or other feature. Any information provided hereby 
is proprietary to New Relic and may not be replicated or disclosed without New Relic’s express written permission.

Such information may contain forward-looking statements within the meaning of federal securities laws. Any statement that is not a 
historical fact or refers to expectations, projections, future plans, objectives, estimates, goals, or other characterizations of future 
events is a forward-looking statement. These forward-looking statements can often be identified as such because the context of the 
statement will include words such as “believes,” “anticipates,” “expects” or words of similar import.

Actual results may differ materially from those expressed in these forward-looking statements, which speak only as of the date 
hereof, and are subject to change at any time without notice. Existing and prospective investors, customers and other third parties 
transacting business with New Relic are cautioned not to place undue reliance on this forward-looking information. The achievement 
or success of the matters covered by such forward-looking statements are based on New Relic’s current assumptions, expectations,
and beliefs and are subject to substantial risks, uncertainties, assumptions, and changes in circumstances that may cause the actual 
results, performance, or achievements to differ materially from those expressed or implied in any forward-looking statement. Further 
information on factors that could affect such forward-looking statements is included in the filings New Relic makes with the SEC from 
time to time. Copies of these documents may be obtained by visiting New Relic’s Investor Relations website at ir.newrelic.com or the 
SEC’s website at www.sec.gov.

New Relic assumes no obligation and does not intend to update these forward-looking statements, except as required by law. 
New Relic makes no warranties, expressed or implied, in this presentation or otherwise, with respect to the information provided.

Safe Harbor
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このウェビナーについて

● ゴール
○ ユーザー視点の監視の重要性について理解する
○ New Relic でどのようなユーザー体験観測ができるかを理解する
○ New Relic でユーザー体験観測を設定できるようになる

● 対象者
○ New Relic を知ってはいるがまだ触ったことがないエンジニアの方
○ New RelicのAPMやInfrastructureは触ったことがあるが、Browserや

Syntheticsは使っていないエンジニアの方
○ New Relicのフロントエンド監視、分析機能にご興味のある方
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アジェンダ

15:00-15:10 座学(1)インフラ監視からユーザー視点の監視

15:10-15:20 座学(2)ユーザー視点の観測の種類とできること

15:20-15:40
ハンズオン(0)環境を確認する
ハンズオン(1)サービス死活監視を設定してみる

15:40-15:50 座学(3)サービス死活監視から外形監視(Synthetics)へ

15:50-16:15 ハンズオン(2)Syntheticsで死活監視以外を設定する

16:15-16:20 座学(4)リアルユーザーのWeb パフォーマンスの分析

16:20-16:55 ハンズオン(3)リアルユーザーのWeb パフォーマンスの分析

16:55-17:00 まとめ、アンケートご回答



New Relic
技術統括コンサルティング部
ソリューションコンサルタント

高木憲弥
兵庫県尼崎市出身 広島在住

経歴：

・日系SIer

フルスタックエンジニア

金融顧客にて開発・運用を担当

システム障害発生時には火消し隊長

・得意領域

JVMのトラブルシューティング

クエリチューニング
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座学(1)インフラ監視
からユーザー視点の
監視
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ユーザー視点の監視、どれくらいされていますか
？

● 何もしていない
● Webサイトのping監視
● それ以外
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監視のアンチパターンとデザインパターン

アンチパターン：OSのメトリクスのアラート

” MySQLが継続的にCPU全部を使っていたとしても、レスポンスタイムが
許容範囲に収まっていれば何も問題ありません。”

“OSのメトリクスは診断やパフォーマンス分析にとっては重要です。
しかし99%の場合、これらのメトリクスは誰かを叩き起こすには値しませ
ん。”

出典: 入門監視 (Oreilly, 2019)
https://www.oreilly.co.jp/books/9784873118642/

https://www.oreilly.co.jp/books/9784873118642/
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監視のアンチパターンとデザインパターン

デザインパターン：ユーザー視点の監視

”ユーザーが気にするのは、アプリケーションが動いているかどう
かです。”

“ユーザー視点優先の監視によって、個別のノードを気にすること
から解放されます。”

出典: 入門監視 (Oreilly, 2019)
https://www.oreilly.co.jp/books/9784873118642/

https://www.oreilly.co.jp/books/9784873118642/
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Webアプリケーションにおけるユーザー体験の重要性

サイト品質の維持がユーザー体験に大きく影響を及ぼし、

利用者の定着・維持の重要な要因になり得る

→ユーザー体験を知り、改善をすることはビジネスにとっても重要！

80%
悪い体験をしたユーザーが
他のサイトを利用する割合

引用: How Site speed affects your Conversion rate

57%
ページ表示に3秒以上

かかった場合にサイトから
離脱する割合

引用: How Site speed affects your Conversion rate

+82%

引用: 2022 State of o11y

サイト品質に問題があること
によるサポート問い合わせ

件数の増加率

https://www.linkedin.com/pulse/how-site-speed-affects-your-conversion-rate-brillmark-j9owc/
https://www.linkedin.com/pulse/how-site-speed-affects-your-conversion-rate-brillmark-j9owc/
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ユーザー視点の監視の難しさ

以下の2つの理由から、ユーザー側からデータを収集しないと把握ができない

①データセンターの外での変動要素

②近年のWebアプリケーション構成の特性
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①データセンターの外での変動要素

外の世界 データセンター内

ユーザーにとってはリクエストを投げて画面に描画されるまでが応答時間

データセンター内で問題がなくても、外の世界で発生するエラーや遅延によってクライアント側では

不具合が発生しているかもしれないが、クライアントから見ないとわからない

エラー！！

遅い！！！

問題なく
動いているね！
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②近年のWebアプリケーション構成の特性

<html>

<head />

<body>

Hello World!

</body>

</html>

<html>

<head />

<body>

Hello ${name}!

</body>

</html>

<html>

<head />

<body>

<div id=content />

<script>

$(‘#content’)=***

</script>

</body>

</html>

静的画面 動的画面(サーバーサイド) 動的画面(クライアントサイド)

Hello World! Hello Takuya! (No Content)

Hello Takuya!

Network Backend Network Backend Network

Network Backend

HTML HTML HTML

AJAX

Backend

クライアントの情報をみないと、ユーザーの動きがわからない構成へと変遷している
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New Relicはユーザー側からデータを収集可能

外の世界 データセンター内
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さらにユーザー視点の”観測”を可能に

監視 観測

ユーザーの手元でエラーが
出ていることを検知する

エラーが出ていることに加え、
なぜエラーが出たのか
分析できる情報を得る
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座学(2)ユーザー視点
の観測の種類とでき
ること
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Webサイトにおける2種類のユーザー視点の観測

データセンター

①リアルユーザー
モニタリング(RUM)

②外形監視(Synthetics)

実ユーザー ユーザーを模倣
したモニター
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Webサイトにおける2種類のユーザー視点の観測

①リアルユーザーモニタリング
(RUM)

②外形監視(Synthetics)

実際にWebサイトにアクセスし
ている利用ユーザーの、端末内
のブラウザ上で、パフォーマン
スやエラーを計測しNew Relicに
送信

ユーザーを模倣するモニターか
ら定期的にWebサイトへアクセ
ス、操作を実行し、その結果を
New Relicに送信
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ユーザー視点の観測の仕組み

①リアルユーザーモニタリング
(RUM)

②外形監視(Synthetics)

エージェント

WebサイトのHTMLにエージェントとし
て動作するJavascriptスニペットを埋め
込むことで、ユーザーのブラウザ上で
HTMLが読み込まれた際にエージェント
が起動し、計測を実施

New Relicが提供する世界各地のモニタ
ーに対し、観測したいWebページのURL
やユーザー操作(入力やクリック等)を設
定し、そのモニターから見たアクセス結
果を計測
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ユーザー視点の観測の活用ポイント

リアルユーザーモニタリング(RUM) 外形監視(Synthetics)

特徴、優位性 ● 実際のユーザー体験を知ること
ができる

● 環境(地理情報、ブラウザ種別等
)に応じた分析が可能

● ユーザーID等を追加で付加する
ことで、個別ユーザーの操作を
追うことが可能

● ユーザーの操作を模倣し、問題
なくサイトが稼働しているか確
認することができる

● 証明書の期限切れなど目的に応
じたシナリオに対応

注意点 ● スクリプトの読み込みが前提と
なるのでページが表示されない
ような障害に気づくのは難しい
(PV数の低下で間接的に把握す
る)

● ネットワーク環境等ユーザーご
とのノイズがある

● 代表的なシナリオを決めて実装
する必要があり、全てのユーザ
ー操作シナリオを網羅させるの
が難しい

● 実際のユーザー体験を測ってい
るわけではない
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ユーザー視点の観測で見られる情報

● 可用性
● パフォーマンス
● 個々のユーザーの属性
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可用性

①リアルユーザーモニタリング
(RUM)

②外形監視(Synthetics)

● JavaScriptエラーによってWebペ
ージが正常に表示できない

● AJAX通信のエラー

● Webページにアクセスできない
● Webページを構成するリソースが
エラーを返す

● 特定の操作シナリオに失敗する
(ECにおける決済等)
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パフォーマンス

①リアルユーザーモニタリング
(RUM)

②外形監視(Synthetics)

● 全ユーザーが体験しているWebペ
ージの読み込み時間やCore web 
vitals(後述)

● AJAXのパフォーマンス

● 重要なWebページの読み込み時間
● 上記Webページを構成するリソー
スごとの読み込み時間
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ページの読み込みパフォーマ

ンス、インタラクティブ性、

視覚的安定性に関する実際の

ユーザーエクスペリエンスを

測定する一連の指標。Google

がSEOを評価する際にも使わ

れる。

(参考)
Browser 

Core Web Vitals

参考：https://docs.newrelic.com/jp/docs/browser/browser-monitoring/getting-started/browser-

summary-page/

https://web.dev/articles/vitals?hl=ja#core-web-vitals

Largest Contentful Paint（LCP）: 読み込みのパフォーマンスを測定し
ます。優れたユーザー エクスペリエンスを提供するため、LCP はページ
の読み込みが最初に開始してから 2.5 秒以内に発生するようにします。

Interaction to Next Paint（INP）: インタラクティビティを測定します
。優れたユーザー エクスペリエンスを提供するには、ページの INP を
200 ミリ秒以下にする必要があります。 ※過去にはFIDという指標を使
っていました

Cumulative Layout Shift（CLS）: 視覚的な安定性を測定します。優れ
たユーザーエクスペリエンスを提供するには、ページの CLS を 0.1. 以下
にする必要があります。
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https://docs.newrelic.com/jp/docs/browser/browser-monitoring/getting-started/browser-summary-page/
https://docs.newrelic.com/jp/docs/browser/browser-monitoring/getting-started/browser-summary-page/
https://web.dev/articles/vitals?hl=ja#core-web-vitals
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個々のユーザーの属性

前述の可用性やパフォーマンスに関する
データに、以下のような情報を付加する
ことができる

● 端末情報
● 地理情報
● ユーザーID等(要カスタマイズ)

①リアルユーザーモニタリング
(RUM)

②外形監視(Synthetics)
※実ユーザーのアクセスではないため
対象外
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ハンズオン(0)
環境を確認する
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今回監視対象のサイト

[靴下屋さん](ECサイト)

JAVA+Node.js(React)およびMySQLにより構築された靴下屋さんのECサイトをモニタリングして
います

まずアクセスを試してみてください。

https://front.demo.learn.nrkk.technology/

User: e100000@example.com

Password: password

https://front.demo.learn.nrkk.technology/
mailto:e100000@example.com
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今回の環境の監視構成

ブラウザ

Web APサーバー
インターネット DB

New Relicでモニタリング
○ Synthetics（外形監視）
○ Browser（フロントエンド）
○ APM（バックエンド）
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1. New Relicをブラウザで表示
○ New Relic : https://one.newrelic.com

2. New Relicにログイン
○ ユーザー: japan-handson+nru002@learn.nrkk.technology
○ パスワード： xQBiVTanaeDPnMkR3E9w 

下記にご注意ください：
● 普段New Relicをお使いの方はセッションが残っている場合があります

● ブラウザは下記のいずれかのプライベートブラウジングをご利用ください
○ Chrome：シークレットウィンドウ
○ Firefox：プライベートウィンドウ
○ Edge：InPrivate ウィンドウ

● ユーザー名が “NRU Japan”であることを画面左下で確認ください

30

ハンズオン環境について

https://one.newrelic.com
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ハンズオン(0) UIの確認

●ログイン後の画面を確認ください

●右上のアカウント選択で、２つアカ
ウントが表示されていることをご確
認下さい

○gameday_common

● アプリがあるアカウント

○gameday_sandbox

● ハンズオンで設定を作成するアカウント

●APM、Browserアプリとして、
front-serviceがあることをご確認く
ださい。
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ハンズオン(1)
サービス死活監視を
設定してみる
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New RelicのSyntheticsでできること

シンプル ページの状態確認 ユーザー操作を再現 コードによる高度な監視

User flow / functionality
Scripted Browser

スクリプトを使用し
、より高度なユーザ
ーのブラウザ操作を
再現

Endpoint availability
Scripted API

HTTPクライアントを
利用してリモートエ
ンドポイントを監視

Availability
Ping

サイトが正しい状態
か(status 200を返す
か)をチェックする

SSL certificate expiration
Certificate Check

SSL証明書の有効期
限と有効期間を確認
する

Page link crawler
Broken Links Monitor

ページのリンク切れ
を監視する

User step execution
Step Monitor

ユーザーの操作をス
テップによるノーコ
ードで再現する

Page load performance
Simple browser

単一ページのパフォ
ーマンスに関する詳
細な情報を取得する

Basic Advanced

このハンズオンで扱う内容
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ハンズオン(1)-1.Pingモニターを作成する

事前準備: 外形監視設定画面への遷移

左メニューから を選択

次に右上の をクリックし、ドロップダウンより”gameday_sandbox”を選択

その後右上に現れる から外形監視の設定ができるようになります
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ハンズオン(1)-1.Pingモニターを作成する

Pingモニターの作成
以下の要領でPingモニター(Availability)を作成してみましょう

モニター名: [お名前]_pingtest

監視対象のURL: ご自身の会社のWebサイト、または任意のWebサイトを指定してください

監視間隔: 1分

Webページに含まれる文字列を検索する設定を入れてください(オプション)

監視元のロケーション: Tokyo, JP
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ハンズオン(1)-1. Pingモニターを作成する

Pingモニター実行結果の確認
モニターの作成に成功すると、モニターの画面に遷移します。
1-2分で結果が表示されますので詳細を見てみましょう。
※待っても画面が変わらない場合は、リロードしてみてください

● 左サブメニューにResultsという項目があるので、そこからモニターの実行結果を確認で
きます

● 複数行表示されている場合は、任意の行の”Timestamp”列のリンクをクリックしてくだ
さい

● 以下の点を確認しましょう
○ モニターの実行に成功しているでしょうか、失敗しているでしょうか
○ 実行に掛かった時間はどれくらいでしょうか
○ 他にどのような情報が見えるでしょうか
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ハンズオン(1)-1. Pingモニターを作成する

Pingモニターを失敗させる
左サブメニューのGeneralを押し、モニターの設定画面を開きます。
文字列を検索する設定(Text Validation)に、ページに存在しない文字列を入れて保存してくだ
さい。
その後チェックの結果がどうなるか確認してください。また、直前のハンズオンと同様にチェ
ック結果の詳細を見てみましょう。

● どのようなエラー情報が見られるでしょうか
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ハンズオン(1)-2.Simple Browserモニターを作成
する

Simple Browserモニターの作成
同じ要領でSimple Browserモニター(Page load performance)を作成してみましょう

モニター名: [お名前]_simpletest

監視対象のURL: Pingモニターと同じURL

Browser: Chrome
Device Emulation: Desktop

監視間隔: 1日
※この設定を間違えないようにしてください。他の方がモニターを作れなくなる恐れがあります

それ以外はPingモニターと同じ設定(文字列検索設定はエラーが出る設定にしてください)
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補足: Syntheticsのチェック回数制限について

New RelicのSyntheticsは月間のチェック回数上限があり、それを超過するとチェックが
できなくなります。
Pingモニターだけはチェック回数上限の対象外のため無制限に作成が可能です。
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ハンズオン(1)-2.Simple Browserモニターを作成
する

Simple Browserモニター実行結果の確認
Pingモニターと同様に、モニターの画面に遷移したら左サブメニューのResultsという項目か
らモニターの実行結果を確認しましょう。

● モニターの実行に成功しているでしょうか、失敗しているでしょうか
● 実行に掛かった時間はどれくらいでしょうか
● Ping Monitorと見比べて、収集できるデータの違いを確認しましょう
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ハンズオン1-(3). Synthetics Monitorの結果を元
にしたアラート設定

[作成するアラート]
ハンズオン1-(1)で設定したPingモニター([お名前]_pingtest)がチェックに失敗したらアラート
を発報

[作成するための画面]
Pingモニターの確認画面を開き、右上の アイコンを押すと、アラート作成
画面に遷移します。

● Create Alert conditonを選択してアラートの作成を開始しましょう
● 2つの作成オプションが出てきますが、”Use guided mode”を使うと直感的に作成するこ
とができます
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ハンズオン(1)
手順・解説
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ハンズオン(1)-1 ~ 解答 Pingモニターを作成する

Pingモニターの作成

Synthetic 
Monitoringを
選択

アカウント4365310
を選択

Create monitorを
押す
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ハンズオン(1)-1  ~ 解答 Pingモニターを作成する

Availability(ping)
を選択

Pingモニターの作成(続き)
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ハンズオン(1)-1  ~ 解答 Pingモニターを作成する

名前を入力

監視対象のURLを入力

ページに含まれる文字列を入力

次へ

Tokyo, JPを選択

保存

Pingモニターの作成(続き)
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ハンズオン(1)-1  ~ 解答 Pingモニターを作成する

Resultsを選択

任意のタイムスタンプを選択

Pingモニター実行結果の確認
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ハンズオン(1)-1  ~ 解答 Pingモニターを作成する
Pingモニター実行結果の確認(続き)

実行に掛かった
時間

HTMLのリクエスト
結果

実行結果
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ハンズオン(1)-1  ~ 解答 Pingモニターを作成する
Pingモニターを失敗させる

Generalを
選択

Text validation に存在しな
い文字列を入れる
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ハンズオン(1)-1  ~ 解答 Pingモニターを作成する
Pingモニターを失敗させる(続き)

チェックが失敗している
状況を確認できる

実行結果

エラーの詳細
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ハンズオン(1)-2 ~ 解答 Simple Browserモニター
を作成する
Simple Browserモニターの作成

Page load performance
(Simple browser)を選択
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ハンズオン(1)-2 ~ 解答 Simple Browserモニター
を作成する

Simple Browserモニターの作成(続き)

名前を入力

監視対象のURLを入力

存在しない文字列を入力

Chromeを選択
※実行ブラウザを選べます

1 dayを選択

Desktopを選択
※エミュレーションする実行環境
を選べます

Tokyo, JPを選択

保存

次へ

チェック数の上限を超えて
いないことを確認
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ハンズオン(1)-2 ~ 解答 Simple Browserモニター
を作成する

Simple Browserモニター
実行結果の確認

Resultsを選択

タイムスタンプを選択
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ハンズオン(1)-2 ~ 解答 Simple Browserモニター
を作成する

Simple Browserモニター実行結果の確認(続き)

チェックに失敗したとき
だけスクリーンショット

が表示される

実行に掛かった時間
(ping monitorと比較しま

しょう)
実行結果
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ハンズオン(1)-2 ~ 解答 Simple Browserモニター
を作成する

Simple Browserモニター実行結果の確認(続き)

各種パフォーマンス
指標

ページの構成要素のロー
ド時間やStatus Code

ページロード中のログ
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ハンズオン(1)-2 ~ 解答 Simple Browserモニター
を作成する

Simple Browserモニター実行結果の確認(続き)

[Pingモニターとの違い]

Ping Simple Browser

実行時間 HTMLファイルがロードされる
まで

ページの構成要素(CSS, JS, image

等)がすべてロードされるまで

チェック失敗時 失敗とのみ表示 失敗の際の画面キャプチャも表示

詳細情報 HTMLファイルの読み込み時間
、ステータスコードのみ

ページの構成要素ごとの読み込み時
間、ステータスコード
ページ読み込み時のログ
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ハンズオン(1)-3 ~ 解答 Synthetics Monitorの結果
を元にしたアラート設定

Manage alertsを選択

New Alert Conditionを選択
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ハンズオン(1)-3 ~ 解答 Synthetics Monitorの結果
を元にしたアラート設定

Use guided modeを選択

Synthetics monitorsを選択

Nextを押して次へ
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ハンズオン(1)-3 ~ 解答 Synthetics Monitorの結果
を元にしたアラート設定

ご自身のpingモニター

failureを選択
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ハンズオン(1)-3 ~ 解答 Synthetics Monitorの結果
を元にしたアラート設定

Nextを押して次へ

しきい値はデフォルト設定にしておき、
赤い網掛けのタイミングでアラート状態に
なることを確認(1度でも失敗したら発報)
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ハンズオン(1)-3 ~ 解答 Synthetics Monitorの結果
を元にしたアラート設定

Save conditionを
押して保存

任意の名前を入力

Existing policyを選択し、
”Frontend NRU policy”を選択
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ハンズオン(1)-3 ~ 解答 Synthetics Monitorの結果
を元にしたアラート設定

アラートが作成できたこと
を確認してクローズ
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座学(3)サービス死活
監視から外形監視
(Synthetics)へ
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従来のWebアプリケーションの死活監視

Webアプリケーションが動いているかどうかをシステム外部から確認する取り組みはよく行われて
います。特にシンプルな、HTTPのリクエストが成功するかを確認する手法が取られてきました。

HTTPリクエストの確認
● 特定ページのリクエストの成功(レスポンスコード200)
● 返ってきた内容に、特定の文字列が入っているか
● 返ってくるまでの時間が想定内か

メリット
● 人が目で見て確認しなくても良い
● 問題があったことを実ユーザーと同じ程度のタイミングで気づける
● サービスの外部から、アプリケーション、DBの疎通までできる範囲で確認可能
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死活監視に加えて求められている確認観点

● SSL証明書期限切れ

○ SSL必須化、SSLの有効期限短縮の風潮

● Javascript実行を伴う画面の描画

○ Javascriptが動かないと画面が描画されない。ユーザーにとっては動いていないと同じ

● 最低限のシナリオテスト

○ ログインしないと動いているかわからないサービスの確認

確認観点

近年のWebアプリケーションの構成では、HTTPのリクエスト確認だけでは確認できない観点が増え
ています。監視の高度化でまず初めに挙げられる観点が３つあります。
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SSL証明書期限切れ

Webサービスを提供する上で現在では必須であり、適切に更新されるべきなのですが、作業が必要か

つ簡単ではない状況もあります。

期限切れまでに、余裕を持って作業できるように準備することや、作業後に問題なく設定できたこと

を確認しなければいけません。

課題

New Relicでできること

• SSL証明書を確認したいドメインと何日前に確認したいかを設定するだけで、確認したい期日

になったら通知を飛ばせるようになります。

• 複数設定できるので、確認したいドメインが多くても一元管理可能です。

• 証明書が切れるまであと何日あるかというデータを使って、可視化もできます。
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SSL証明書期限切れ

参考：「Microsoft Teams」に2時間ほどアクセスできない障害発生 原因はサーバ証明書の更新し忘れ (ITmedia)

SSL証明書の更新が行われないと、ユーザーがWebサイトにアクセスできなくなります。
大規模サービスで問題が発生したケースもあり、決して他人事ではありません。

https://www.itmedia.co.jp/news/articles/2002/06/news073.html
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Javascript実行を伴う画面の描画

最近だと、リッチでユーザー体験の良いWebサービスを提供しようと、Single Page Applicationの

採用が広がっています。ただし、構成によっては、Javascriptを実行しないと画面描画できません。

また、APIにはエラーがなくUI上だけの問題の場合では、「画面が真っ白」という状態に気付けない

こともあります。

課題

New Relicでできること

• URLを設定し表示されていて欲しい要素や文字列をノーコードで設定します。

• 実行結果をスクリーンショット付きで確認できるようになります。

• 問題が発生して意図した動作にならなかったことを通知で受け取ることができます。
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最低限のシナリオテスト

ログインした後に確認できる画面や、サービス上重要な操作ができることを確認したいことがありま

す。Javascript実行を伴う画面と同様、実際に動かしてみて問題がなければWebサービスが動いてい

ると判断するケースが増えています。

課題

New Relicでできること

• ボタンのクリックやテキスト入力など画面での操作をシミュレーションできます。

• 複雑な操作やチェックを行いたい場合はコーディングもできます。
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New RelicのSyntheticsでできること

シンプル ページの状態確認 ユーザー操作を再現 コードによる高度な監視

User flow / functionality
Scripted Browser

スクリプトを使用し
、より高度なユーザ
ーのブラウザ操作を
再現

Endpoint availability
Scripted API

HTTPクライアントを
利用してリモートエ
ンドポイントを監視

Availability
Ping

サイトが正しい状態
か(status 200を返す
か)をチェックする

SSL certificate expiration
Certificate Check

SSL証明書の有効期
限と有効期間を確認
する

Page link crawler
Broken Links Monitor

ページのリンク切れ
を監視する

User step execution
Step Monitor

ユーザーの操作をス
テップによるノーコ
ードで再現する

Page load performance
Simple browser

単一ページのパフォ
ーマンスに関する詳
細な情報を取得する

Basic Advanced
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死活監視に加えて求められている確認観点

● SSL証明書期限切れ

○ SSL必須化、SSLの有効期限短縮の風潮

● Javascript実行を伴う画面の描画

○ Javascriptが動かないと画面が描画されない。ユーザーにとっては動いていないと同じ

● 最低限のシナリオテスト

○ ログインしないと動いているかわからないサービスの確認

確認観点

近年のWebアプリケーションの構成では、HTTPのリクエスト確認だけでは確認できない観点が増え
ています。監視の高度化でまず初めに挙げられる観点が３つあります。

User flow / functionality
Scripted Browser

スクリプトを使用し
、より高度なユーザ
ーのブラウザ操作を
再現

SSL certificate expiration
Certificate Check

SSL証明書の有効期
限と有効期間を確認
する

User step execution
Step Monitor

ユーザーの操作をス
テップによるノーコ
ードで再現する
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ハンズオン
(2)Syntheticsで死活
監視以外を設定する
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ハンズオン(2)-1.Certificate Checkモニターを作
成する

Certificate Checkモニターの作成
以下の要領でCertificate Checkモニターを作成してみましょう

モニター名: [お名前]_certtest

監視対象のドメイン: front.demo.learn.nrkk.technology
※要確認

監視間隔: 1日

期限までの日数：30日

Runtime: Node ** (選択できるバージョン)
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SSL証明書期限切れ

SSL certificate expiration
Certificate Check

SSL証明書の有効期
限と有効期間を確認
する

有効期限30日前
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ハンズオン(2)-2.Stepモニターを作成する

Stepモニターの作成
以下の要領で、URLのみ指定するStepモニターを作成してみましょう。リクエスト成功したWebア
プリのスクリーンショットが取得されていることも確認しましょう。

モニター名: [お名前]_steptest

監視対象のURL: https://newrelic.com

監視間隔: 1日

利用ブラウザ: Chrome

メモ：Simple Browserとの違い
Simple Browserは画面描画を行いますが、成功時にはスクリーンショットを取得しません。
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Javascript実行を伴う画面の描画

設定内容例
開くURL：https://newrelic.com

User step execution
Step Monitor

ユーザーの操作をス
テップによるノーコ
ードで再現する
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ハンズオン(2)-3.Scripted Browserモニターを作
成する

Scripted Browserモニターの作成
サンプルスクリプトを使って、Scripted Browserモニターを作成しましょう。リクエスト成功した
Webアプリのスクリーンショットが取得されていることも確認しましょう。

モニター名: [お名前]_scripttest

監視間隔: 1日

利用ブラウザ: Chrome

メモ：Simple Browserとの違い
Simple Browserは画面描画を行いますが、成功時にはスクリーンショットを取得しません。

$browser.get('https://front.demo.learn.nrkk.technology/login').then(async function(){
const userNameInput = await $browser.findElement($driver.By.xpath('//*[@id="username"]'));
await userNameInput.sendKeys("e100000@example.com");    
const passwordInput = await $browser.findElement($driver.By.xpath('//*[@id="password"]'));
await passwordInput.sendKeys("password");
const loginButton = await $browser.findElement($driver.By.xpath('/html/body/div/form/button'));
await loginButton.click();  
const category1 = await 

$browser.findElement($driver.By.xpath('//*[@id="root"]/div/div[2]/div[1]/div/div/label[1]'));
await category1.click();

});

サンプルスクリプト
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Javascript実行を伴う画面の描画

User flow / functionality
Scripted Browser

スクリプトを使用し
、より高度なユーザ
ーのブラウザ操作を
再現

ログイン
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ハンズオン(2)
手順・解説
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ハンズオン(2)-1 ~ 解答 Certificate Checkモニタ
ーを作成する

Certificate Checkモニターの作成

Synthetic 
Monitoringを
選択

アカウント4365310
を選択

Create monitorを
押す
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SSL certificate expiration 
(certificate Check)を選択

ハンズオン(2)-1 ~ 解答 Certificate Checkモニタ
ーを作成する

Certificate Checkモニターの作成(続き)
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名前を入力

監視対象のドメインを入力

期限までの日数を入力

次へ

Tokyo, JPを選択

保存

ハンズオン(2)-1 ~ 解答 Certificate Checkモニタ
ーを作成する

Certificate Checkモニターの作成(続き)

1 dayを選択
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Resultsを選択

任意のタイムスタンプを選択

ハンズオン(2)-1 ~ 解答 Certificate Checkモニタ
ーを作成する

Certificate Checkモニター実行結果の確認
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実行に掛かった
時間

SSLリクエスト結果

実行結果

ハンズオン(2)-1 ~ 解答 Certificate Checkモニタ
ーを作成する

Certificate Checkモニター実行結果の確認(続き)
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SSL失効までの日数

ハンズオン(2)-1 ~ 解答 Certificate Checkモニタ
ーを作成する

Certificate Checkモニター実行結果 SSL失効までの日数の確認方法

Events explorerを選択

SyntheticCheckを選択

JSON表示を選択
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ハンズオン(2)-2 ~ 解答 Stepモニターを作成する

Stepモニターの作成

Synthetic 
Monitoringを
選択

アカウント4365310
を選択

Create monitorを
押す
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User step execution
(Step Monitor)を選択

ハンズオン(2)-2 ~ 解答 Stepモニターを作成する

Stepモニターの作成(続き)
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名前を入力

次へ
Tokyo, JPを選択

次へ

1 dayを選択

ハンズオン(2)-2 ~ 解答 Stepモニターを作成する

Stepモニターの作成(続き)

Chromeのみを選択
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確認したいサービスのURLを入力

保存

ハンズオン(2)-2 ~ 解答 Stepモニターを作成する

Stepモニターの作成(続き)
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ハンズオン(2)-2 ~ 解答 Stepモニターを作成する

Stepモニター実行結果の確認

Resultsを選択

任意のタイムスタンプを選択
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実行に掛かった
時間

表示された画面。
成功でも確認可能

実行結果

ハンズオン(2)-2 ~ 解答 Stepモニターを作成する

Stepモニター実行結果の確認(続き)

画面描画のパフォーマンス

ダウンロードしたリソース
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ハンズオン(2)-3 ~ 解答 Scripted Browserモニタ
ーを作成する

Scripted Browserモニターの作成

Synthetic 
Monitoringを
選択

アカウント4365310
を選択

Create monitorを
押す
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User flow / functionality
(Scripted browser)を選択

ハンズオン(2)-3 ~ 解答 Scripted Browserモニタ
ーを作成する

Scripted Browserモニターの作成(続き)
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名前を入力

次へ

Tokyo, JPを選択

次へ

1 dayを選択

Chromeのみを選択

ハンズオン(2)-3 ~ 解答 Scripted Browserモニタ
ーを作成する

Scripted Browserモニターの作成(続き)
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ハンズオン(2)-3 ~ 解答 Scripted Browserモニタ
ーを作成する

Scripted Browserモニターの作成(続き)

スクリプトを検証

サンプルのスクリプトを貼り付ける

スクリプトを保存

ハンズオン中、サービスが
意図的に高負荷になること
があります。実行に失敗し
ても次に進みましょう。
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ハンズオン(2)-3 ~ 解答 Scripted Browserモニタ
ーを作成する

Scripted Browserモニターの実行結果の確認

Resultsを選択

任意のタイムスタンプを選択
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ハンズオン(2)-3 ~ 解答 Scripted Browserモニタ
ーを作成する

Scripted Browserモニターの実行結果の確認

実行に掛かった
時間

実行結果

画面遷移があれば画面ごとに
確認できる
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座学(4)
リアルユーザーの
Web パフォーマンス
の分析
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早期解決

プロアクティブな対応

New Relic Browserの主要機能

顧客体験とシステムの

因果関係を把握し理解

予期せぬ課題に

高速にアプローチ

パフォーマンス概要の把握 行動分析エラー分析
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運用保守によくある課題

障害認知はユーザー任せ

状況確認はヒアリング頼み

顧客体験や速度改善など、ユーザーへの効果が見えない
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リアルユーザーモニタリングの効果

障害認知はユーザー任せ

状況確認はヒアリング頼み

顧客体験や速度改善など、ユーザーへの効果が見えない

早期解決・プロアクティブな対応

顧客体験とシステムの因果関係を把握し、理解を得る

予期せぬ課題に高速にアプローチ
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ユースケース

● 各ページのユーザー体験を改善し、SEO対策

● 地理や環境ごとの状況分析

● JavaScript Errorの内容調査

● ユーザーIDでカスタマーサポートが個別IDごとの状況分析
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ハンズオン(3)：
リアルユーザーの
Web パフォーマンスの分析
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ハンズオン(3)Web パフォーマンスの分析

Browserアプリケーション[front-service]を選択し
以下のユースケースに沿ってWebサイトのパフォーマンスを調査してください。

1. 時間の設定
⎻ データの表示期間を、過去 3時間に設定してください。

1. 各ページのユーザー体験を改善し、SEO対策
⎻ Core Web Vitals

■ 最大コンテンツの描画時間（LCP）が最も遅いWebページはどれでしょうか。
⎻ Ajax

■ 最も応答時間がかかるAjax（非同期通信）はどれでしょうか。また、該当Ajaxの
JavaScriptの実行状況を調査してみましょう。

2. 地理や環境ごとの状況分析
⎻ どの国から最もアクセスされているでしょうか。

■ その国では、どのブラウザから最もアクセスされているでしょうか。
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ハンズオン(3)Web パフォーマンスの分析

Browserアプリケーション[front-service]を選択し
以下のユースケースに沿ってWebサイトのパフォーマンスを調査してください。

4. JavaScript Errorの内容調査
⎻ Errors

■ 最もユーザー影響の多いエラーはなんでしょうか。またエラーの詳細を確認してみ
ましょう。

5. ユーザーIDでカスタマーサポートが個別IDごとの状況分析
⎻ Session Replay

■ user idが[usr id2]のお客様から問い合わせがありました。
Session Replayを確認して[usr id2]の最新セッションの状況を確認しましょう
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手順・解説
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ハンズオン(3)-1 ~ 解答時間の設定

Browserを選択

front-serviceを選
択

gameday_common
を選択
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ハンズオン(3)-1 ~ 解答時間の設定

3 hoursを選択

過去3時間のデータが表示されます。
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ハンズオン(3)-2 ~解答各ページのユーザー体験
を改善し、SEO対策 - Core web vitals

Web Vitalsを選択
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ハンズオン(3)-2 ~解答各ページのユーザー体験
を改善し、SEO対策 - Core web vitals

ページごとのCore Web Vitals

最もLCPの遅いページを選択
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ハンズオン(3)-2 ~解答各ページのユーザー体験
を改善し、SEO対策 - Core web vitals

各指標ごとに詳細な分析が可能
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ハンズオン(3)-2 ~解答各ページのユーザー体験
を改善し、SEO対策 - Ajax

ソートされたAJAXで最も遅いものを選択

Response timeを選択し、応答時
間でソート



© 2025 New Relic, Inc. All rights reserved

ハンズオン(3)-2 ~解答各ページのユーザー体験
を改善し、SEO対策 - Ajax

下にスクロール

「 / 」を押下

実際のセッションごとの詳細な状況を確認できる
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ハンズオン(3)-2 ~解答各ページのユーザー体験
を改善し、SEO対策 - Ajax

ページ描画の各パフォーマンス

時系列上でJavaScript実行
状況を分析することができ
る
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ハンズオン(3)-3 ~解答地理や環境ごとの状況分
析

Geographyを選択

最もアクセスの多い国を選択
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ハンズオン(3)-3 ~解答地理や環境ごとの状況分
析

Key attribute chartsを選択

選択した国で絞り込まれ
さらに都市ごとのアクセス数が表示され
る
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ハンズオン(3)-3 ~解答地理や環境ごとの状況分
析

Browserごとのアクセス数
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ハンズオン(3)-4 ~解答 Java Script Errorの内容
調査

Triageを選択

Errorsを選択
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ハンズオン(3)-4 ~解答 Java Script Errorの内容
調査

エラー発生数影響ユーザー数

最も影響ユーザー数の多いエラーを選択
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ハンズオン(3)-4 ~解答 Java Script Errorの内容
調査

下にスクロール

エラー発生時のセッションリプレイ
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ハンズオン(3)-4 ~解答 Java Script Errorの内容
調査

下にスクロール

Stack trace
※ソースマップをNew Relicに連携すること
でエラー該当箇所を表示可能

エラー発生までの導線

https://docs.newrelic.com/jp/docs/browser/new-relic-browser/browser-pro-features/upload-source-maps-api/
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ハンズオン(3)-4 ~解答 Java Script Errorの内容
調査

エラー発生時の詳細な属性情報

エージェントが標準で取得する属性
・端末種類（デスクトップ・モバイル）
・実行ブラウザ
・OSの種類 など

コードのカスタマイズにより
任意の属性を追加で送信することが可能
・ユーザーを識別する一意の値（userid
等）を連携することで、エラーの影響ユー
ザー数を表示できる
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ハンズオン(3)-5 ~解答ユーザーIDでカスタマー
サポートが個別IDごとの状況分析

Session Replayを選択

User IDsが「uid_2」のセ
ッションだけを絞り込む
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ハンズオン(3)-5 ~解答ユーザーIDでカスタマー
サポートが個別IDごとの状況分析

セッション開始時刻が最新
のセッションを選択
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ハンズオン(3)-5 ~解答ユーザーIDでカスタマー
サポートが個別IDごとの状況分析

・テキストと入力内容は保存されません。マスクして表示されます。
・実際のスクリーンショットやビデオがキャプチャされているわけではありま
せん。
・描画に必要なDOMと状態変更を記録し、再構築して動画形式で表示します。
そのため、保存されるデータ量は動画と比べ大幅に削減されます。

実際のセッション
状況を動画で再生
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補足: Browser Agentのインストール

導入手順は３パターン

● HTMLのHEADタグ内にJavascriptのスニペットを挿入

● NPMパッケージによるインストール

● APMのオプションで自動導入

セッションリプレイは別途有効化が必要です。

● 有効化手順

https://docs.newrelic.com/jp/docs/browser/browser-monitoring/browser-pro-features/session-replay/#enable-configure-settings
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New Relic Browser インストール手順

126

New Relic ファーストステップガイド
（導入資料集）

補足: Browser Agentのインストール(参考資料)

https://newrelic-kk-public-docs.s3-ap-northeast-1.amazonaws.com/New+Relic+BROWSER+%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%82%B9%E3%83%88%E3%83%BC%E3%83%AB%E6%89%8B%E9%A0%86.pdf
https://blog.newrelic.co.jp/new-relic-basics/new-relic-faststep-guide/
https://blog.newrelic.co.jp/new-relic-basics/new-relic-faststep-guide/
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まとめ
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まとめ

128

• New Relic Synthetic を利用してユーザー体験観測の設定を体験
• New Relic Browserを利用してどのようなユーザー体験観測ができるかを体験

• ダッシュボードによる横断的な分析や

ユーザー体験指標をもとにしたアラート設定については

以下のハンズオンを合わせて受講いただくことで、より詳しく理解できます

– NRU300 -ダッシュボード開発と NRQL の基本
– NRU300 -アラート設計の基本と活用
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NRU GUIDE
NRU300

129
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New Relic University
https://newrelic.com/jp/learn

New Relic について基本から応用まで学べるコンテンツです

https://newrelic.com/jp/learn
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New Relic やオブザーバビリティ
に関する基礎知識を座学にて学習

New Relicに含まれる主要機能に
含まれる54の機能群を動画で説
明

New Relic を実際に操作し、主要
機能を利用できる状態にするため

のトレーニング

New Relic へのサインアップやエ
ージェントインストールの方法な

どのガイドを提供

Install NRU 100 NRU 200 NRU 300/400

New Relicを使い始める Observability/New Relicを

知る

New Relicの主要機能を学ぶ New Relicの使い方を体感する

Exam

資格を得る

New Relic University(NRU)とは

New Relicの知識を有しているこ
とを証明するための試験、合格す

ると資格バッジを授与

NRU Practitionerオブザーバビリティ入門

NRU 101 New Relic  入門

Hands on for Beginners 初心者向けハンズ
オン(オフライン)

フロントエンド、バックエンド、アラート、

データ分析、ユースケースに応じた機能

NRU 300

アプリケーションとインフラ性能観測の基本

Webサイト上のユーザー体験観測の基本

ダッシュボード開発とNRQLの基本

アラート設計の基本と応用

NRU 400 

IDEと連携し、問題解決を加速するNew Relic
活用の実践

SLI/SLO設計の基本

NRU for Exam New Relic Full-Stack 

Observability 認定試験対策講座

フルスタックオブザーバビリティ認定

試験

APM / Browser / Infrastructure / Logs / 
Mobile (iOS/Android) / AWS統合 / Azure
統合 / GCP統合インストール手順

サインアップ方法

https://newrelic.com/jp/blog/how-to-

relic/create-new-account

インストールガイド

https://newrelic.com/jp/blog/how-to-

relic/new-relic-faststep-guide

オンデマンドセミナー

https://newrelic.com/jp/resources/present
ations/nru-practitioner2022

https://newrelic.com/jp/resources/present
ations/nru101-2022

主要機能解説動画

https://newrelic.com/jp/learn

開催スケジュール

https://newrelic.com/jp/events

受験サイト

https://learn.newrelic.com/full-stack-
observability-exam-jp

New Relicの基礎から応用までを学べ、認定資格も取得できるセルフラーニングコンテンツです

本セッションはこちら

https://newrelic.com/jp/blog/how-to-relic/create-new-account
https://newrelic.com/jp/blog/how-to-relic/create-new-account
https://newrelic.com/jp/blog/how-to-relic/new-relic-faststep-guide
https://newrelic.com/jp/blog/how-to-relic/new-relic-faststep-guide
https://newrelic.com/jp/resources/presentations/nru-practitioner2022
https://newrelic.com/jp/resources/presentations/nru-practitioner2022
https://newrelic.com/jp/resources/presentations/nru101-2022
https://newrelic.com/jp/resources/presentations/nru101-2022
https://newrelic.com/jp/learn
https://newrelic.com/jp/events
https://learn.newrelic.com/full-stack-observability-exam-jp
https://learn.newrelic.com/full-stack-observability-exam-jp
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2025年4-6月期開催のハンズオンセミナー
2025年4月9日（水）15:00-17:00
NRU300 -アプリケーションとインフラ性能観測の基本
https://newrelic.com/jp/events/2025-04-09/nru300aib

2025年4月23日（水）15:00-17:00
NRU300 - Webサイト上のユーザー体験観測の基本
https://newrelic.com/jp/events/2025-04-23/nru300dem

2025年5月14日（水）15:00-17:00
NRU300 -ダッシュボード開発とNRQLの基本
https://newrelic.com/jp/events/2025-05-14/nru300dql

2025年5月28日（水）15:00-17:00
NRU300 -アラート設計の基本と活用
https://newrelic.com/jp/events/2025-05-28/nru300alt

2025年6月4日（水）15:00-17:00
NRU300 - SLI/SLO 設計の基本
https://newrelic.com/jp/events/2025-06-04/nru300slx

2025年6月18日(水) 15:00-17:00
NRU400 - IDEと連携し、問題解決を加速するNew Relic活用の実践
https://newrelic.com/jp/events/2025-06-18/nru400cds

こちらからも一覧でご覧いただけます！

[開催形式]
全てZoomによるウェビナー
(参加費無料)

https://newrelic.com/jp/events/2025-04-09/nru300aib
https://newrelic.com/jp/events/2025-04-23/nru300dem
https://newrelic.com/jp/events/2025-05-14/nru300dql
https://newrelic.com/jp/events/2025-05-28/nru300alt
https://newrelic.com/jp/events/2025-06-04/nru300slx
https://newrelic.com/jp/events/2025-06-18/nru400cds
https://newrelic.com/jp/events?nr_upcoming_past=upcoming&date_op=%3E%3D&date%5Bvalue%5D=today&date%5Bmin%5D=&date%5Bmax%5D=&type=workshop&search=&sort_by=field_event__date_value&sort_order=ASC
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Observabilityのスペシャリストを目指せ！
Full Stack Observability Practitioner認定試験
【この認定試験を通じて身につくスキル】

● Observabilityの実現のためにNew Relicが取得するデータの理解と、目的に
応じたデータ分析やアラート設定

● バックエンドおよびフロントエンドの問題発見とトラブルシューティング

【認定試験に向けた準備】
● New Relicの基本的な操作経験
● ラーニングパスに沿った学習

【合格者特典】
● デジタル認定証とバッジ
● 合格者限定ノベルティの送付

今だけ認定者限定デザインTシャツ！

認定試験受験
サイトはこちら

● 受験料: 無料
● 試験の言語: 日本語
● 受験形態: オンライン(
いつでも受験可能)

https://learn.newrelic.com/full-stack-observability-exam-jp
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認定資格取得までのラーニングパス(出題範囲別)

認定試験の
出題範囲

APM

Infrastructure

フロントエンド

データ分析

アラート

NRU300
ハンズオントレーニング: 

アプリケーションとインフラ
性能観測の基本

NRU300
ハンズオントレーニング: ダ
ッシュボード開発とNRQLの

基本

NRU300
ハンズオントレーニング:

アラート設計の基本と活用

New Relic 

Full Stack 

Observability 

Practitioner 

認定試験対策講座

いざ受験！

NRU200

フロントエンド機能

NRU200

バックエンド機能

NRU200

データ分析(NRQL)

NRU200

アラート

134

NRU300
ハンズオントレーニング: 

Webサイト上のユーザー体験
観測の基本

https://newrelic.com/jp/events?nr_upcoming_past=upcoming&date_op=%3E%3D&date%5Bvalue%5D=today&type=workshop&sort_by=field_event__date_value&sort_order=ASC
https://newrelic.com/jp/events?nr_upcoming_past=upcoming&date_op=%3E%3D&date%5Bvalue%5D=today&type=workshop&sort_by=field_event__date_value&sort_order=ASC
https://newrelic.com/jp/events?nr_upcoming_past=upcoming&date_op=%3E%3D&date%5Bvalue%5D=today&type=workshop&sort_by=field_event__date_value&sort_order=ASC
https://newrelic.com/jp/events?nr_upcoming_past=upcoming&date_op=%3E%3D&date%5Bvalue%5D=today&type=workshop&sort_by=field_event__date_value&sort_order=ASC
https://newrelic.com/jp/events?nr_upcoming_past=upcoming&date_op=%3E%3D&date%5Bvalue%5D=today&type=workshop&sort_by=field_event__date_value&sort_order=ASC
https://newrelic.com/jp/events?nr_upcoming_past=upcoming&date_op=%3E%3D&date%5Bvalue%5D=today&type=workshop&sort_by=field_event__date_value&sort_order=ASC
https://newrelic.com/jp/events?nr_upcoming_past=upcoming&date_op=%3E%3D&date%5Bvalue%5D=today&type=workshop&sort_by=field_event__date_value&sort_order=ASC
https://newrelic.com/jp/events?nr_upcoming_past=upcoming&date_op=%3E%3D&date%5Bvalue%5D=today&type=workshop&sort_by=field_event__date_value&sort_order=ASC
https://newrelic.com/jp/events?nr_upcoming_past=upcoming&date_op=%3E%3D&date%5Bvalue%5D=today&type=workshop&sort_by=field_event__date_value&sort_order=ASC
https://newrelic.com/jp/events?nr_upcoming_past=upcoming&date_op=%3E%3D&date%5Bvalue%5D=today&type=workshop&sort_by=field_event__date_value&sort_order=ASC
https://newrelic.com/jp/events?nr_upcoming_past=upcoming&date_op=%3E%3D&date%5Bvalue%5D=today&type=workshop&sort_by=field_event__date_value&sort_order=ASC
https://newrelic.com/jp/events?nr_upcoming_past=upcoming&date_op=%3E%3D&date%5Bvalue%5D=today&type=workshop&sort_by=field_event__date_value&sort_order=ASC
https://newrelic.com/jp/events?nr_upcoming_past=upcoming&date_op=%3E%3D&date%5Bvalue%5D=today&type=workshop&sort_by=field_event__date_value&sort_order=ASC
https://newrelic.com/jp/learn/nru201/frontend
https://newrelic.com/jp/learn/nru201/backend
https://newrelic.com/jp/learn/nru201/data-analysis
https://newrelic.com/jp/learn/nru201/alert
https://newrelic.com/jp/events?nr_upcoming_past=upcoming&date_op=%3E%3D&date%5Bvalue%5D=today&type=workshop&sort_by=field_event__date_value&sort_order=ASC
https://newrelic.com/jp/events?nr_upcoming_past=upcoming&date_op=%3E%3D&date%5Bvalue%5D=today&type=workshop&sort_by=field_event__date_value&sort_order=ASC
https://newrelic.com/jp/events?nr_upcoming_past=upcoming&date_op=%3E%3D&date%5Bvalue%5D=today&type=workshop&sort_by=field_event__date_value&sort_order=ASC


フロントエンド
開発エンジニア

サーバーサイド
開発エンジニア

インフラ運用
エンジニア

SRE ネットワーク
エンジニア

セキュリティ
エンジニア

プロジェクト
マネージャー

プロダクト
マネージャー

Observability入門

エージェント導入と使い勝手を体験

New Relic入門

サインアップ(アカウント開設)

ご自身の環境へのエージェント導入

フロントエンド機能 ※サーバーサイド/インフラ担当は特にSynthetics受講を推奨

バックエンド機能 ※フロントエンド担当は興味に応じて受講

セキュリティ
機能(作成中)

データ分析(NRQL) / アラート / サービスレベルマネジメント

分散トレーシング、Errors Inbox、
CodeStream

(興味に応じて左記から受講)

ハンズオントレーニング: アプリケーションとインフラ性能観測の基本
ハンズオントレーニング: Webサイト上のユーザー体験観測の基本
ハンズオントレーニング: ダッシュボード開発とNRQLの基本

ハンズオントレーニング: アラート設計の基本と活用

ハンズオントレーニング: IDEと連携し、
問題解決を加速するNew Relic活用の実践

フルスタックオブザーバビリティ認定試験 (受験に向けた講座あり) ※また、受験のためには上記コンテンツをできるだけ網羅的に学習することを推奨

Observability

/New Relicを
知る

New Relicを
使い始める

New Relicの
主要機能を
学ぶ

New Relicの
使い方を体
感する

資格を得る

ロール別New Relic ラーニングパス

ハンズオン
(Progate社提供学習タスク)

Java バッチの計測ハンズオン ネットワークモニタリングハンズオン 初心者向けハンズオン ※オフライン開催

ハンズオントレーニング: SLI/SLO設計の基本

https://newrelic.com/jp/resources/presentations/nru-practitioner2022
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● 全機能が無料で使い放題 (1名)！

● 転送データが100GB/月まで無料！

● 必要事項記入ですぐに利用開始！

● クレジットカード記入不要！

● 利用期限なし！

● 抽選でTシャツがプレゼント！
※ New Relic フリープランで始めるオブザーバビリティ！

newrelic.com/jp/sign-up-japan

New Relic サインアップのご案内

応募ステップは下記①と②だけ！
① New Relic 無料サインアップ（Link）

② New Relic Tシャツ応募フォーム（Link）

https://qiita.com/ktst79/items/5ee74b34e6adb8a7a6fa
https://newrelic.com/jp/sign-up-japan
https://bit.ly/3pdCGEM
https://bit.ly/3PkOb7U
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NRUG
ぬるぐで学ぶ

New Relic User Group

New Relic ユーザーが集い、実践事例

や最新機能紹介などを実施。初心者支

部や SRE 支部などが形成されており、

エンジニア同士でのネットワーキング

や信頼性の高い情報交換が可能。

NRUG 本部

NRUG SRE支部

NRUG 沖縄支部NRUG 沖縄

137

https://nrug.connpass.com/
https://nrug-sre.connpass.com/
https://nrug-okinawa.connpass.com/
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Thank you.

以上、お疲れさまでした

ご質問があればチャットにご記入ください

アンケートにご協力お願いいたします
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